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ＳＧＨを中心とした教育課程の編成と展開

２０１８年６月２９日（金）
福島県立ふたば未来学園高等学校

Ｈ３０年度第１回ＳＧＨ連絡協議会・連絡会 分科会資料
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凡例

開校の経緯･背景 ～ 地域と生徒の状況

○ 生徒の出身地（Ｈ２７入学生１５２名）

○ 生徒の避難の状況

原発事故から入学までの移転

Ｔ．Ａ 君★ いわき市

Ｋ．Ｅ 君 楢葉町→会津美里町

Ｙ．Ｋ 君 広野町→いわき市→新潟県
→いわき市→広野町

Ｒ．Ｋ 君 楢葉町→埼玉県→いわき市

Ｙ．Ｓ 君 富岡町→茨城県

Ｋ．Ｓ 君 広野町→いわき市→広野町

Ｔ．Ｎ 君 広野町→静岡県→いわき市
→広野町

Ｒ．Ｎ 君 浪江町→新潟県→二本松市
→いわき市

Ａ．Ｍ 君 双葉町→山形県→棚倉町
→いわき市

原発事故から入学までの移転

Ｋ．Ｍ 君 広野町→埼玉県→いわき市
→広野町

Ｔ．Ｙ 君★ 白河市

Ｔ．Ｙ 君 富岡町→千葉県→いわき市

Ｋ．Ｉ さん 楢葉町→いわき市→東京都
→いわき市

Ｈ．Ｉ さん 浪江町→相馬市

Ｔ．Ｔ さん 楢葉町→いわき市

Ｋ．Ｆ さん 楢葉町→宮城県→いわき市

Ｍ．Ｍ さん 葛尾村→本宮市→三春町
→郡山市

一例として野球部の生徒17名の避難状況を記載。
★は双葉郡以外の出身生徒

８０％の生徒が双葉郡出身

原子力災害による避難で県内
外に離散。

大きな喪失経験の中、転校を
繰り返す中で、力を発揮でき
ずにいたり、心のケアが必要
な状況。家庭環境の変化も含
め厳しい状態にある

一方で、ふるさとの地で、友と
共に再出発し、見通しの見え
ない地域復興を担おうとする
意欲をもつ生徒が多い。

○双葉高校（いわき市）
○浪江高校（本宮市）
○浪江高校津島校（二本松市）
○双葉翔陽高校（いわき市）
○富岡高校（いわき市、福島市、
猪苗代町、静岡県）

○ふたば未来学園

※ カッコ内は現在の移転先（サテライト高校として開校）

H28年度で
休校

H27年度開校

○ 双葉郡内の高校の状況

Victory及びJFAアカデミーは、震災前より「双葉地区教育構想」に基づき、富岡高校を中
心として実施されていた、バドミントン及びサッカーの人材育成の取り組み

浪江高校津島校

大熊町
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震災

震災
震災と原発事故という、人類が経験したこと
がないような災害にみまわれた、わたしたち
は、解決困難な様々な課題に直面

これまでの価値観、社会のあり方を根本から
見直し、新しい生き方、新しい社会の建設を
目指さなければならない。

【教育目標】

ふたば未来学園建学の精神と理念

自らを変革し、
地域を変革し、

社会を変革していく
「変革者」を育成する
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○ 目指す学校像

○ 『変革者』として必要な資質・能力を育成

 どんなに困難な問題に対しても、論理的思考力、課題発見・解決力、
強い志と使命感を持って、何度失敗しても挑戦し続ける「主体性」

 異なる言語、文化、価値を乗り越えて関係を構築し
多様な主体と共に力を合わせる「協働性」

 新しい生き方、産業、社会をつくりだしていく「創造性」

 生徒が主体的に動く学校

 失敗を恐れず困難な課題に挑戦する生徒を支え、応援する学校

 現実社会の中で学ぶ学校

 地域・コミュニティや世界と共に学ぶ学校

 夢を開く窓がたくさんある学校



ふたば未来学園の概要

○ 教育課程等

 ３つの系列からなる総合学科の高等学校。

 多様な生徒に対応する、英語、数学、国語での徹底的な習熟度別授業と、課外学習を実施。

 課題解決力等の汎用的能力を高めていくために、３ヶ年のうち合計８単位の「総合的な学習の時間」等を
カリキュラム全体の軸として位置づけ。大学の推薦入試やＡＯ入試にも対応。
（総単位数 ３２単位／年、全９６単位）

 平成27年度に双葉郡8町村の中学校との連携型中高一貫校として開校。
平成31年度には併設中学の開校を予定。高等学校定員は一学年１６０名、中学校定員は同６０名。

アカデミック系列
進学に対応した科目選択

トップアスリート系列
部活動に連動した｢スポーツⅡ｣､

｢スポーツⅢ｣を選択

スペシャリスト系列
農業､商業､工業、福祉に関する

科目選択
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

1年次 保健 ＬＨＲ

2年次 保健 ＬＨＲ

3年次 ＬＨＲ

音楽Ｉ

美術Ｉ

書道Ｉ

家庭基礎

進路に応じた選択科目

国語総合

体育

体育 未来創造探究

数学Ｉ

地学基礎

物理基礎

生物基礎

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ｉ

進路に応じた選択科目

化学基礎 現代社会 生物基礎 社会と情報
産業社会と

人間
進路に応じた選択科目

世界史Ａ

日本史Ａ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語ＩＩ 未来創造探究

体育

○ 教育課程表（H30入学生）
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ふたば未来学園の目指すもの（１）

6

○ 全教職員で、育てていく力を設定



ふたば未来学園の目指すもの（２） 人材育成要件・ルーブリック
（7 May 2018 Ver.）
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スポーツと健康探究

～原子力災害からの復興を果たすグローバル ・ リーダーの育成～

原子力防災探究

再生可能エネルギー探究

ﾒﾃﾞｨｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ探究

アグリ・ビジネス探究

健康と福祉探究

原子力災害からの復興、将来の課題を踏まえた災害
後の街づくりについて学ぶ。

課題研究

◆ 目的：社会課題に対する関心と深い教養に加え、コミュニケーション能力、問題解決力等の国際的素養を身に付け、福島県の復興に寄与するグローバル・リーダーを高等学校段階から育成する。

各学年次での実社会で

の実践を通じた学習

地域再生
国・県への提言

基礎的学び 「産業社会と人間」において、連携
中学校から継続して学ぶ『ふるさと創造学』の中で、
地域復興の課題を学習し、全国へと視野を広げる。
JICAグローバル・キャンプで世界へと視野を広げる。

発展的学び 「学校設定科目」において
、専門的知識を深める。「総合的な学習の
時間」で探究活動を行い、視野を地域から
世界へと広げる。

応用的学び 自分の将来を考え、
生き方を見つめる。地域の復興につ
ながるテーマについての研究を深め
るともに実践し、世界に発信していく。

○ 実社会での実践

○ 国内外で研究成果

発表や提言

（復興庁、環境省等）

国際的

素養の育成

６つの探究班

地方創生イノベーションスクール2030
(OECD東北スクール後継事業)

ベラルーシ研修（1年次）

・原子力災害関連施設訪問

・現地の生徒との交流

ドイツ研修（1年次）

・現地の生徒との交流、協同研究活動

・再生可能エネルギー先進地域への訪問

アメリカ研修（２年次）

・現地の学校及び国際会議での交流

・国際連合本部でのプレゼン

スーパーグローバルハイスクール事業

先進の学びで地域へ、地域から世界へ、未来へ 社会に貢献する人材の育成

● 地域、国内から海外へと視野を広げるとともに、未来創造のために実践を通して学んでいく。
● OECD、JICA、福島大学、地域内外の企業、イノベーションコースト構想関連機関等との密な連携を行っていく。

「学校設定科目」２単位、「総合的な学習の時間」５単位
◆ ６つの探究班に分かれ、「学校設定科目」で関連する知識を学びながら、「総

合的な学習の時間」の中でグループでの研究・実践や、個人研究に取り組む。

◆ 風評被害の払拭に取り組む農家での就業体験

◆ 国際フォーラム、総合学科高等学校生徒研究発表会での発表

◆ 福島・国際研究産業都市（イノベーションコースト）構想との連携

◆ 「OECD地方創生イノベーションスクール2030」への参画を通じた、海外の高

校等との研究交流 等

「産業社会と人間」２単位

◆ 「ふるさと創造学」を通じて、地域の復興の課題を多面的に見つめ、復

興への取り組みを実践していくことで、自らの生き方を考える授業

◆ 平田オリザ氏の指導を受けながら、地域をフィールドワーク

し、復興に向けた課題を発見して「演劇」として表現する授業

◆ 「JiICAグローバル・キャンプ」では、海外青年協力隊経験者や国際的

に活躍する講師陣がリレー形式で授業を実践する。世界が抱えている

課題を知り、国際的な視点で物事を考え視野を広げていく授業

風評被害払拭のために、効果的なメディアの在り方
、発信方法について学ぶ。

再生可能エネルギーを生かした持続可能な社会の在
り方について学ぶ。

双葉郡８町村の特産物を生かした商品を通じて、被
災地からの復興の在り方を学ぶ。

スポーツを通して地域に潜在する課題を乗り越え、
活力ある地域社会にするための在り方を学ぶ。

福祉の課題を解決するために、震災後の現状からの
学びを通じて、持続可能な社会づくりを目指す。

ふたば未来学園の探究学習の概要（１）SGH 研究開発構想概要
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ふたば未来学園の探究学習の概要（２）カリキュラム全体の流れ

地域の現状と課題を知る

演劇制作を通した各種スキル・人間性の育成

ス
テ
ー
ジ
１

【
テ
ー
マ
設
定
】

探究テーマを探す

まとめ・表現
（発表：11月/3月/翌9月）

課題設定
（課題の再設定）

探究論文作成

自らの進路実現
につなげる

情報収集、
整理・分析
& 実践

振り返り・
考えの更新

１

２

３

４

５

６

７
ス
テ
ー
ジ
２

【
探
究
活
動
】

ス
テ
ー
ジ
３

【
論
文
作
成
＆
進
路
実
現
】

発展的に
繰り返す

毎回の授業の
振り返り

（レポート）
自分の成長の
振り返り

（メタ認知）

実社会での
実践を通した
実証・検証

１年生

２年生

ふるさと
創造学

３年生

授業名

復興に向けて
複雑な

地域課題を
多面的に
理解する

復興に向けた
地域課題解決の
探究と実践

復興に向けた
探究成果発表と
自らの進路実現

ステップ

総合的な
学習の時間
[3 単位]

未来創造探究

産業社会と人間
[２ 単位]

総合的な
学習の時間
[3 単位]
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ふたば未来学園の探究学習（１） 入学後の課題遭遇

○震災・原発事故による課題との遭遇
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震災時に小学校２～４年生であった生徒
たちは、双葉郡の課題、特に震災時にど
のようなことがあり、大人はどのような悲
しさや悔しさに直面をしたのかを知ってい
るようで知らない。

現実を知り、受け止めるとことから学びを
始めて行くために、１年次では入学後に
各町村へ複数回に分けてバスで訪問す
る「課題遭遇」の機会を設定。

① ふたば未来学園で学習するにあたり、
双葉郡の現状を実際に自分の目で見
て、この地で学ぶ意義を考える。

② 被災・避難者の声に耳を傾け、震災と
原発事故の教訓、双葉郡・福島ならで
はの課題を知る。



ふたば未来学園の探究学習（２） 産業社会と人間での演劇創作

○地域の復興の課題を見つめる
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一年次の生徒達は、７名のグループに
分かれ、町役場、商店、東京電力等を
訪ね、復興に向けて地域が抱えている
課題を調査し、その課題を演劇の台本
にまとめて表現する。

演劇制作のポイントは、「立場や考え方
の違いによる難しい課題をそのまま表
現する」こと、そして「全国や世界の人
に福島の課題を理解してもらえる、共感
してもらえる部分を見つけ出し、広げて
いく表現をする」こと。３０時間弱の授業
時間、生徒たちは悩みぬきながら表現
を創り上げた。

多面的に復興の課題を見つめ、自らの
言葉で語ることは、２．３年次で生徒自
ら復興のプロジェクトを企画・実施して
いく学習の土台となる。



ふたば未来学園の探究学習（３） 未来創造探究

○「未来創造探究」で地域復興の探究と実践を通して、持続可能な社会を考える
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１年次に見つめた地域課題を踏まえ、２・３年次の合計６単位で課題解決の探究と実践に取り組む。

1. 福島県及び企業・関係団体、大学・国際機関と連携し、グローバルな課題である「原子力災害からの
復興」をテーマの中心に据え、その原因、背景、過程について探究しつつ、地域再生の実践を行う。

2. 国内外での研究成果発表や提言を行う（復興庁、環境省、自治体等）

原子力災害によって失われた地域コミュニティの
再構築について研究する。

原子力防災探究

海外を含めた、異文化の方々に向けた情報発信や
コミュニケーションの有効な方策を研究する。

メディア・
コミュニケーション探究

福島の現状を踏まえた、望ましい人間社会と、
地球環境やエネルギーの関係性について研究する。

再生可能
エネルギー探究

福島の復興につなげる、今後の農業とビジネスを研究する。アグリ・ビジネス探究

福島の地域を、スポーツを通じて豊かにする方策を研究する。スポーツと健康探究

福島の地域において、少子高齢化が加速する中での
健康長寿の実現の方策を研究する。

福祉と健康探究



ふたば未来学園の探究学習（３) 未来創造探究－２

２・３年次には、企業・大学・NPO等と連携しながら地域再生の実践と探究を行う（週３時間）
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原子力発電所の事故による地域の基幹産業の喪失と、福島＝原発事
故という負のイメージを払
拭することを目指して、
復興作業の車で渋滞する
国道で振動を利用した発
電に挑戦したり、ドイツで
視察した光熱費がかから
ないパッシブハウスを３Ｄ
プリンターで試作するなど、
未来の社会を構想してい
る。

再生可能エネルギー探究班 アグリ・ビジネス探究班
基幹産業である農業が大きな被害を受けた双葉郡の復興に向けて、地
域の農家や商店等と密に連携しながら、銘菓の復活や、特産物を活用
した新商品の開発、地域の伝統の味をいかした学校給食の提供等、フ
ードビジネス、リサーチ＆コミュニケーション、
アグリの３つのテーマ・８つのプロジェクトを
実践した。

原子力災害によって経済基盤もインフラもコミュニティも崩壊した双葉
郡を持続可能な地域へと復興させることを目指して、地域住民と作業
員に分断されたコミュニティを再構築する「ファーマーズ・マーケット」を
農家と連携して開催する等、様々な実践を行い、世界の課題とも紐付
けながら考察している。

原子力防災探究班 メディア・コミュニケーション探究班
福島・双葉郡・本校に対するインターネット上の情報を分析。誤った情報
も溢れている中で、海外を含めた異文化の人々に正しい情報を伝えて
いく有効な方策を探究。映像を制作してYoutubeで発信したり、twitterア
カウントを運用して日常の情報を伝える等、積極的にインターネットを通
じて情報を発信している。



ふたば未来学園の探究学習（４) 海外研修・世界への発信

○ １年次 ベラルーシ、ドイツ
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チェルノブイリ原発事故の被害を受けたベラル
ーシを訪問し、事故から30年後の状況を視察す

る。また、ドイツを訪問し、福島について発信す
るとともに、再生可能エネルギーによる街作りを
視察する。

国連本部において幹部職員や各国国連Youth Delegateと意見交換（左）
NY研修において、国連総会議場で世界の同世代と難民問題を議論（右）

コロンビア大大学院生との議論

事前の議論や準備では
Facebookのグループも活用

数ヶ月の事前学習

各探究班の代表が米国ニューヨークの国連本部
を訪問し、国連本部職員と意見交換を行う。また
、コロンビア大の学生や、世界の同世代との意
見交換も行い、8日間の滞在中に8回のプレゼン
テーションの機会がある。

自身が取り組む地域課題解決の探究内容と、取
り組みから見出した世界への提言を発信すると
ともに、福島の風評の問題と世界における難民
を巡るフェイクニュースなど、福島と世界の課題
を重ね合わせて意見交換を行い、持続可能な世
界実現の課題意識を深めて持ち帰り、さらに未
来創造探究を深めていく機会としている。

なお、NY研修はプロジェクト型で実施しており、

渡航３ヶ月前からの事前学習やプレゼンテーシ
ョン準備、現地でのプログラムの検討、移動は
生徒たち自身が行う形としている。

○ ２年次 ニューヨーク・国連本部等



ふたば未来学園の探究学習（５) 各教科

○各教科での「主体的・対話的で深い学び」の展開

探究学習でのＰＢＬ、「主体的・対話的で深い学び」により身に付けたスキルをもとに、各教科においても、
各担当教員が「主体的・対話的で深い学び」にチャレンジしており、様々な試みがなされている。

学習の定着率は、「講義」は５％であ
るのに対し、「他の人に教える」のは
９０％であることを踏まえてワールド
カフェの手法を導入した数学の授業。

解答を教員が示したうえで、生徒たち
はそこへ至るロジックや、適切な実験
方法を検討・検証する化学の授業。

「気候区分を覚えてあてはめる」ので
はなく「データの分析・比較により、自
分たちで気候区分を作成する」地理
の授業。

一人一台配付しているタブ
レットPCは日常的に活用

英語の授業でも即興演劇
で実践力を育成 15

数列の単元の最後に、数学で社会
問題に挑む、公民との合科授業。



生徒たちの成長

○ルーブリックの各資質・能力についての
自己評価
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生徒たちは半年に１回、ルーブリックの各資質・能力につ
いて自己評価を実施。その際に、自身の成長要因につい
ても自己分析。また、生徒たちが相互に自己評価結果を
見せ合い自身の評価の修正を行うピア・レビューを行って
いる。これによって、ルーブリックにも盛り込まれているメ
タ認知力を高めることも目指している。

年度当初、全教員が「育成したい能力」として共通認識を
強く持った「寛容さ、他者を大切に思う心」に沿う形で表出
しており、本校生徒に対峙してきた教員の姿勢が如実に
表れているともみることができる。

ルーブリック調査（一期生116名平均）

四年制大学 ６７名 （国公立大学１１名）
福島県立医科大学、東北大学、福島大学（４）、筑波大学（２）、立教
大学（３）、明治大学（２）、津田塾大学、青山学院大学、中央大学、
法政大学、立命館大学 等

短期大学 ８名
山形県立米沢女子短期大学、いわき短期大学 等

専修学校 ３９名
磐城共立高等看護学院 等

就職 ３２名
県内（１１）、県外１５、プロ・実業団（６）

海外留学（サッカー）３名

その他 ２名

○一期生進路実績（H30.3卒業生全140名）

有志の生徒は、政府主催の地方創生政策ア
イディアコンテストに挑戦し、全国900件の提
案の中から２年連続で入賞し、表彰を受けて
いる。

地方創生政策アイディアコンテスト（内閣府主催）２年連続入賞



ふたば未来学園のカリキュラム・マネジメント
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教科学習

未来創造
探究

（総合学習
等 ）

１年次 【２単位】 ２年次 【３単位】

探究 ②

個別の知識・
技能

思考力・判断力・
表現力等

主体性・多様性・
協働性

学びに向かう力
人間性 など

各教科等の本質に根ざした見方・考え方

探究①

３年次 【３単位】

ルーブリックで定義した様々な力の育成
（実社会の様々な場面で活用できる汎用的能力に高めていく）

* １年次「産業社会と人間」２単位、２年次「総合的な学習の時間」３単位、３年次「総合的な学習の時間」３単位

*

各教科で培われた
知識・技能をいかす

各教科の学びを
下支え

【生徒】
半年毎に

成長を自己評価

【学校】
取り組み全体
を振り返り

ルーブリックの
妥当性も検討

ふたば未来学園におけるカリキュラム・マネジメント

【教員】
ポートフォリオ等を

参考に
観点別に評価

文部科学省は、教員向け解説動画におい
て本校の取り組みを、学習指導要領改訂
や高大接続改革を先取りするカリキュラム
･マネジメントの好例として、全国の学校へ
紹介している。

課題
遭遇

○汎用的能力に高めるための
カリキュラム全体の軸となる総合学習

 ルーブリックで定義された資質能力は、各教科の学習のみで培
われる知識・技能には収まらない、実社会の様々な場面で活用
できる汎用的な能力。これは実社会における横断的・総合的な
問題解決に主体的に取り組み、様々な挑戦や失敗の経験も積
まなければ身に付かない。

 カリキュラム全体で汎用的能力に高めていくための軸となる時
間として、総合学習等の合計８単位を位置づけ。卒業までの３
年間で２回の探究のプロセスを経験する。
探究① 複雑な地域課題を多面的に理解する
探究② 地域課題解決の探究と実践から、自らの進路実現へ

○総合学習での探究と
各教科のつながりを意図的に設定

 いずれの探究においても、課題の発見・解決に向けた主体的・
協働的なアクティブ・ラーニングを徹底的に実践。この中で、各教
科で身に付いた、ものの見方・考え方、知識・技能、思考力・判
断力・表現力、主体性・多様性・協働性、学びに向かう力や人間
性などが発揮され、汎用的な能力に高まっていくことを目指す。

 逆に、カリキュラムの軸となる探究があるからこそ、各教科の学
習の意欲が喚起され、各教科の学習活動が確かに下支えされ
ていく。また、内容面に関する知識も、各教科において発展的に
学習し、深められていく。

 総合的な学習の時間におけるアクティブ・ラーニングと各教科の
つながりを意図的に生み出すことで、各教科の学習も表面的な
知識や技能の習得にとどまらない、アクティブ・ラーニングによる
より深い学習となる相互作用を期待。

 学校全体の意識を統一するルーブリックの設定と、カリキュラム
マネジメントを土台とした、アクティブ・ラーニングの展開を重視。



ふたば未来学園のカリキュラム・マネジメント （２）
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重ねられている教員研修

アクティブ・ラーニングの展開に向けて、日常的な教員研
修を実施。先進校視察等の校外研修に加え、校内でも教
員同士による議論等を実施。

これまでに招へいした講師

は、鈴木寛文部科学大臣

補佐官、田村学文科省視

学官、田熊美保OECD教育

局シニアアナリスト、劇作家

平田オリザ氏等。また、教員

自主勉強会も重ねられている。

探究教材の開発（未来創造探究ノート）

全教員が分担して指導する「未来創造探究」において、年
間を通じて効率的、効果的に授業を展開し、生徒たちの学
びを深めていくため
に、探究の道しるべ
となる情報や、各種
ワークシート等を掲
載した『未来創造探
究ノート』を作成。
生徒はポートフォリ
オに挟み、各自が
カスタマイズして活用。

双葉みらいラボ（NPOカタリバ）

教員のみでは対応出来ない、地域と協働する学習や、様
々な学力層の生徒たちの学習を支えるために、平成２９
年度より認定特定非営利活動法人カタリバの職員が校内
に常駐。授業内でのＴＴでの指導や放課後学習室の運営
を行っている。

【名 称】 みらいラボ
【開 所】 2017.9.28

【開設時間】 放課後
～20:00

【主 催】 NPOカタリバ

【実施内容】

１．地域課題解決学習の支援・協働

「原子力災害からの復興」という大テーマのもと、各班に分かれ
て進める地域課題解決学習の授業支援･協働。

２．放課後学習支援

避難生活で学習に遅れが出た生徒の学び直しや、目標とする進
路実現に向けた、個々の生徒に応じた放課後学習支援。

３．対話によるキャリア学習支援

日々の悩みや進路のこと、震災の経験などを安心して相談できる
環境の整備。意欲的に学ぶ学生や社会人との出会いづくり。



ふたば未来学園のカリキュラム・マネジメント （３）

○全教員に加え、生徒も参加して回すＰＤＣＡサイクル

19

SGH運営指導委員会の一部に生徒も参加し議論（平成28年8月22日）

左：教員によるカリキュラム改善の議論（平成28年7月25日）
右：生徒によるカリキュラム改善の議論（平成28年8月17日）

毎月の未来研究会（教員研修）の実施に加え、半年に一回、運営指導委員会とも関連づけて全教員でのカリキュラム改善の議論を実施。今年度は生徒も
参画して議論を行った。多面的な視点によるカリキュラムの改善が行われたことに加え、生徒の主体性を引き出すとともに、メタ認知の力を伸ばしていく副
次的な効果も生まれている。

教員・生徒でカリキュラムの課題と解決策を議論し全体で共有
運営指導委員会でも引き続き議論し、

カリキュラムの改善策を明確化して逐次反映
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ふたば未来学園のカリキュラム・マネジメント （４）

○ カリキュラム・マネジメントのサイクル

○ スケジュール（各年度の重点）

育成する資質能
力の深化・共有

（ルーブリックの
設定）

カリキュラム
への反映 SGH運営指導

委員会による
指導・助言
（１回／半年）

教材開発

指導案作成 授業実施 振り返り

・仮説と成果の
ギャップ
・授業改善点
・計画変更
・研修計画への
反映

全教員、仮説と
成果をレビュー
（１回／半年）
＊ ルーブリック設定と同じ環境整備

（ICT等）・
連携機関調整

研修計画立案

月例
指導法研修

企画研究開発部を中心に、探究指導にあたる全教員で実施
（週次企画研究開発部会、逐次探究担当者会を実施）

分析・
理論化

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ｐへ

１年１回
本サイクル
を回す

 企画研究開発部を中心としながらも、全教員で育成する資質能力の設定を行うなど全校体制で研究開発を実施。

Ｈ ２７（１年目） Ｈ ２８（２年目） Ｈ ２９（３年目） Ｈ ３０（４年目） Ｈ ３１（５年目）

（１） ルーブリック設定

（２） カリキュラム開発

（５） 指導法開発

学習評価法
開発

（６） 学習評価法開発

（３） 教材開発

（７） 分析・理論化

（４－１） 連携機関調整 （４－２） 環境整備（ICT等）

１ ２

３

４

５
５ ６

７

学校全体の授業改善・
教員意識改革へと
つなげていく

１

※別途、仮説に示す４つの育成コンピテンシーの重点を各年度で設定



成果の普及
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平成２８年度福島県高等学校教育課程講習会

【１ 目 的】
高等学校学習指導要領の内容を基に、言語活動を充実させ
、課題解決能力を育成するための指導力の向上を図るととも
に、目標に準拠した観点別評価の方法を含めた教育課程実
施に伴う諸問題について研究協議を行う。
【２ 主 催】 文部科学省・福島県教育委員会
【３ 実施期間】 平成２７年度から平成２９年度に実施
【４ 対 象】 全ての県立高等学校教諭

本校での取り組みを、県内の各校の参考として頂くべく、下記のように各種の機会をとらえて成果の普及に取り組んでいる。

○ 教育課程講習会等の機会を捉えて、本校の実践と学習指導要領改訂の方向性について、重ね合わせつつ紹介し、
研究協議の参考として頂いた

○県教育センター主催の研修に講師として出席
○平成29年度、30年度には福島県主催で本校を会場として、県内全高校の教員を対象としたアクティブ・ラーニング研修会
を実施。

福島県アクティブ・ラーナー教員養成プロジェクト
平成29年度・平成30年度ふたば未来学園研修

【１ 目 的】
生徒をアクティブ・ラーナとして育成するための一助としてふ
たば未来学園高等校の教育活動について現地で研修する
【２ 主 催】 福島県教育委員会
【３ 実施日程】 平成２９年秋、平成３０年秋
【４ 対 象】 各年度とも各県立学校から１名（授業改善担

当教諭及び管理職）



研究開発の成果と課題（本校「研究開発実施報告書第3年次」抜粋）

○成果
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①探究学習が汎用的な資質･能力の育成につながる
とともに、生き方を見出し、進路にも結びつくことを
実証

②地域での課題解決の探究と結びつけ、地域の
課題と重ね合わせながらグローバルな課題に
向き合う新しいタイプの海外研修プログラム開発

③演劇によるコミュニケーション教育、地域課題解決
型学習（PBL）、キャリア教育、スキル学習、海外
研修が有機的につながった3年間の探究カリキュラ
ムを開発し、学習指導要領の範囲内で実践

④ルーブリックを起点としたカリキュラム
マネジメントの先行実施

⑤校内常駐NPOや大学、地域住民、企業など
多様な主体との協働による教育体制構築

3ヶ年の本校カリキュラムが一巡し、全教職員体制で学校外の多様な主体とも密に連携しながら実践して
きたことで、下記の成果が得られた。一方で、さらに精度を高めていくべき課題も見えている。

① ステレオタイプの課題解決策に留まらない、
実社会の壁に向きあった、本質的・普遍的な視点
での更なる思考の深まりが求められる

②多様な利害や価値観の対立を乗り越え、
共存を図る市民性やコミュニケーション能力の育成
が求められる

③自らを振り返り変えていく力（メタ認知）と
キャリア意識の育成が求められる

④批判的に文章を読み、記述によって考えを
表現する力の更なる向上が求められる

（ディスカッションやプレゼンテーションの力に比して課題がある）

⑤生徒たちの成長の背骨となる探究と、各教科の
往還によって学びが深まる、教育課程全体の
構造化と実践の質を高めていくことが必要

⑥ルーブリックによる評価方法の改善と、
評価結果の活用の検討が必要

○課題



参考資料：併設中学校の開校（平成31年4月開校）
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グローバルに考
え、世界で活躍

する人材

新たなビジョンを
示し

課題解決をけん引
するリーダー

新たな産業を創
出する

イノベーター

地域で持続可能
な社会づくりを
進めるリーダー

トップレベルで
活躍する
アスリート

“変革者”
として活躍想定する卒業後

進路

等

海外留学

超難関国
公立大

医学部

難関私立
大

一般受験
に

対応する
高い学力

ＡＯ・
推薦入試

に
対応する
深い思考
力と表現
力等

未来の主人公となる学び

深い学び・高い学力

世界に飛び出す学び

実践力をみがく「未来創造学」

育成する資質・能力 上級学校への接続

○ 各教科でのアクティブ・ラーニング
○ 習熟度別学習
○ 国語・数学の時数増

○哲学・熟議
○ リーダー学
○演劇・コミュニケーション

○ 「未来創造学」「未来創造探究（高校）」
での現実社会での課題解決実践と、
自らの生き方の探究

○グローバル・スタディ科の開講
○海外研修での発信

創造性、表現力、コミュ
ニケーション力
自己・他者理解と豊か
な人間性、ﾘｰﾀﾞｰとして
の資質能力

実践的英語力

数学的思考力

読解力、論理的思考力

思考力、協働力、
マネジメント力
能動的市民としての社
会的課題への関心

グローバルな視野と
異文化コミュニケーション
能力


